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英語海洋学用語にみる

新古典的な合成語における語根の分類について

原 子 智 樹

1は じめに

本稿は、ぎ学術na集 海洋学織(英 和の部)の 英語海洋学用語を資料体 として、(1)に代表 され

る英語の諸要素が、伝統的記述英文法の英語語形成論において分類 しにくいことを検証する1)。

(1)bio-geo-hydro-iso-thermo-

-graph-ite-logy-meter-therm

(1)の 結 合 した 例 語 と して(2)を あ げ る。

(2)biometergeologyhydrosphereisobarthermometer

spectrographandesitehydrologyaerometerisotherm

一冊の学徳用語集の中で
、② にみる(1>の要素にどのような位箇づけをすべ きかという問題の～端を

示すことが本稿の目的である。第∬節は英語語形成論における〈2>とそれに類する例語を概説する。

s,IIIPt7は本資料体からそれ ら(2)型の例語 を選P,iJする方法を検討する。第W節 は選別 した語を分類

し、英語語形成論上の位遣づけを検証する。以上を第V節 でまとめる。

II英 語の含成語 とその語根

1語 根 と接辞

はじめに英語語形成論の概略をみてみたい。(3)はこれ以上小さい単位に分割できない単純語であ

り、また(4a)(4b)は2つ 以上の要素が結合 した合成語である。

(3)coast

(4)a,COaStal←coast手 一al

b.coasflineぐ 一COaS£ 一←韮ine

合成語には2種 類あり、ひとつは、文中に単一であらわれない拘束的要素の接辞が替加 した派生語

と、他方は、いわゆる単語として文申にあらわれる自由な要素同士の結合 した複合語とがある。ど

の語も接辞を取 り虫ったあとに中核的要素が残るが、これを語根と呼ぶ ことが多い。これを(3>(4)

でみ ると、(3)の語根はそのままcoastで あ り、派生語(4a)は 接 尾辞 一alを除いたcoastが 語根で

あり、さらに複合語(4b)で はいずれも単純語のcoastとlineと が語根である。合成語は特定の

条件のもとで語根 と接辞 とが結合してできてお り、派生語も複合語も1つ 以上の語根をみつけられ

る。
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2新 古典複合語 と語根

(1>のような英語合成語は薪古典複合語 と呼ばれることがある。記述書語学では長 らく複合語の変

種のような扱いをされるか、除外されてきた経緯がある。例語をみてみると、〈2)にみた(5a)は

(5b)の ような英語の本来的複合語と似たつながりをしている2)。

(5)a.biometer←blo一 牽 一meter(生 物 尺 度)

b.streamline紳S貸e㎜ ÷line(流 線)

他 方 で(5a)と 同 じ くbio一 が 結 合 した(6a)は 、 伝 統 的 に接 頭 辞 とみ な され て い るanti一 が 付 い

た 派生 語(6b)に 似 て い る 。

(6>a,biochemistry←bio.率chemistry(生 化 学)

b,antibacterialt‐anti-+bacterial(抗 菌 の)

伝統的英語語形成論において、主に議論の中心の一方を占めてきた(5b)の ような本来的複合

語と、ほぼもう一7iを 占めてきた(6b>の ような接麟辞付加の派生語とを眼中に麗き、(5a)(6a>

を周辺的な語形成として軽んじるならば、その場合には(4)をみれば明らかなように、語根は形態的

に語であり、逆に接辞は拘束的要素であると雷い切れる。もし(5a)(6a)を 新古典複合語 とす

るならば、そのときはその各要素が、意味的により複合語に近い点を根挺にする以外にない。問題

は、(5b)のstreamと(6b)のantr一 とを、自由か拘束的か という形態上の基準により分類する

一方で、(5a)(6a)のbio一 はいかなる分類基準をあてるべ きか不明な点である。この点は、例

えばSauer(2003:122-125)で も指摘されている。

仮にこの問題がないとしても、次の問題が出て くる。(5a)(6a)を 拡張した3つ の拘束的要素

でできた(7>は、結合する各拘東的要素が明確に接辞と書い切れない要素ばか りである。

(7)bathyphotometert‐bathy-+photo-+-meter

biogeography←bio一+geo-→ 一一graphy

radiobiologyf‐radio-+bio-+-logy

(7)をみ ても、どの要素を語根と特定すべきかわか りにくい。にもかかわらず、英語語形成論は語根

を特定する必要がある。そこで3要 素のいずれかを単独の語根とできるだろうか。これは、文中に

単独であらわれるか否かにより、英語語形成論で慮由な要索と拘束的な要素とに分かれている原則

がある以上、(7)の3要 素のいずれを語根と考えようとしても無意味である。そこでたとえ単独でひ

とつの拘束的要素を(7)の語根と特定 しにくいとしても、その場合には自宙か拘束的かの伝統的な分

類区分により、各要素がひとつずつ結Qし 、より大きな要素を構成 してい くと仮定すると、各合成

語で語根と特定で きる段階を見出せるだろう。それはすでに存在する語を構成する段階とするのが

宙然である。これを拘束的要素のみか らなる合成語の語根とする根拠にするならば、最小の自磁な

語を形成する複数の拘束的要素を、その合成語の語根とすることができる。(7>で具体的にみると、

それぞれ"biogeo,'bathyphoto,"radiobioは 存在 しないので、存在する語のphotometer,geography,
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biologyの 拘束的2要 素からなる最小の語が語根であると考えることができる。

このような語根 を考えた場合には、もし仮にある要素、例えば(7)のbathy-,bio-,radio一が語根を

構成する要素でなければ、その場合は接辞であると考えざるをえないという問題が生 じる。つま

り、例えば(5a)のbio一 が語を構成する不可欠な要素であるのに対『して、(6a)のbio一 はchem-

istryに付 随する要素に過ぎない。その結=果bio一は、一方では語根的なあるいは語根の一部を担う

要素であるのに対 して、他方では接辞としてのみ分類される要素でもあることとなる。本稿の目的

は、この分類の二項蝉立をなす両方の項に属 して しまう(1>型の諸要素の振る舞いの一端を示すこと

である。言い換えると、ある特定の資料体 と定めた用語集において、各要素が より語根に近いの

か、あるいは接辞に近いのかを検認 ・提示することとなる。

ではこのような語根の概念をもとに、第雌節で英語海洋学用語の各合成語を選別していきたい。

狙 『学術用語集 海洋学編』の新古典的な含成語の選別

ぎ学術用語集 海洋学羅 英和の部は2520項1ヨであるが、〈1)型要素が結合した(2)型の新古典的な

合成語はどのくらいあるのだろうか。本節では前節の根拠に従い、その選別方法を述べる。

まず先頭語が重複する項目については、(8)にみるようにoceanographicで 始 まる儒 吾が11項 露あ

るが、扱 うのはその延べ数ではなく異なり数であるので、(8b)以 下の項 §を除外 した。加えて、

健えば(8a>内 の新古典的語ではないCQndi毛ionsな どの第2要 素ほかも対象外 とした。

(8)a.oceanographic((hydrographic))conditions

b,oceanographicelement

c.oceanographicexpedition

d,oceanographicinstitution

e,oceanographicinstruments

f.oceanographicinvestigation

g,oceanographiclaboratory

h.oceanographic((hydrographic))observation

i.oceanographic((hydrographic))phenomena

j.oceanographicsurvey

k,oceanographicvessel

こ こ で(8a)のhydrographicの よ う に 、 見 出 し項 懲以 外 で(1>型 要 素 が 結 合 した 含 成 語 を選 び 直

し、 考 察 対昌象 に 加 え る こ と と した 。 しか し(8h)(8i)のhydrographicは(8a>の 重 複 語 と し

て除 外 した。 この 蒔 点 で兇 患 し項 目の み を選Y,iJする の で は な く、 全 合 成 語 を選 別 す る こ とに な っ て

い く。

(9)の よ う に1語 に のみ 出現 した 要素 も少 な くな い 。

(9)desmo一

以 上 の 手 順 で 選 別 した(2)型 の 合 成 語 数 は 、561語 を 算 え た。 ち な み に、-ic、4ty、-al、-ation、-ing
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などの明らかな接尾辞を除 くと、5つ 以上の新古典的な要索からなる合成語は存在 しなかった3)。

nNanで はこの結果をふまえ、②型の倉成語と(1>型要素とを分類 してい く。

郵 合 成 語 と拘 束 的 要 素 との分 類

!a成 語の分類

第∬節で示した手順に従い、形態上最小の自由な要素を語根と措定するならば、前節で選別した

561aAの 合成語において、(1>型の各要素が語根として結合 しているものと、接辞 として付加 してい

るものとに分けることができる。以下ではこの方法に従って、各種合成語の結合様式を分析 し、(1)

型が語根を構成 しているのか、あるいは接辞として機能 しているのかを分類 してい く。

最初に2つ の要繁でできた舎成語からみてい くと、(2)型の(10)ではいずれかが接辞であると轡いに

くく、さらにいずれもが接辞であるとは需えず、bio一と一sphereと で最小の自由な要素であるの

で、いずれも語根を購成する要素とする。

(10)biosphere ←bio一+-sphere

第2に(11)で は、 自由 な要 素assayが 議根 で あ り、 直前 のbio一 が接 辞 と して付 加 して い る 。

(11>bioassay t‐bio-+assay

第3に(12)は 自 由 な要 素complexを 語 根 と して 、後 ろ に 一metryが 接 辞 と して骨 加 して い る。

(12)compleximetry ←complex+一 圭一+-metry

次 に3要 素 以上 の 合 成Aを み て み よ う。 第1に 〈7>につ い て み た よ うに 、(13)では"biogeoは 存 在 し

ない の で 、 語 根 はgeographyで あ り、bio一 は そ の接 辞 と して 付擁 して い る とい え る。

(13)biogeography ←bio一 牽geography

第2に(13>を 拡 張 した よ うな(14)は、4要 素 が 結 合 して い る 。*stereophotoも'grammetryも 存 在 し な

いが 、photogramは 存 在 す るの で 、 こ の前 後 にstereo一 と 一metryと が接 辞 と して 付力llして い る とい

え る。

(14)stereophotogrammetryt‐stereo-+photogram+-metry

第3に(15)は'electrokinetoも`kinetographも 存 在 しな い 。 従 っ て、Adams(2001:4)が 併 遣 藩窓合 的

(parasynthetic)と 言 及 して い る よ うに 、(15)の全3要 素 で語 根 を構 成す る とみ な す 以外 に な い 。

(15)elecむrokl臓etograph鯉elecむ ℃一+kineto-+-graph
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lmえ て(16)のよ うな場 合 は 、 あ る 要 索 の 前 置 形 と後 置 形 と を 区 別 せ ず 、 例 え ば く16a)のthermo一

と(!6b)の 一thermと を 、 同 一 要 素 と して扱 う こ と もで きる だ ろ う。

(16)a,thermograph

b.isallotherm

酬thermo-+-graph

←IS(0)一 十allo一 十 一therm

試 み に本 稿 は 、thermo-,-thermの よ う な ペ ア で 両 者 を 区別 せ ず 、 単 一 要 素 とみ なす こ と と した 。

本 資 料 体 で はQ6)の 他 にbaro-,-bar/tropho-,-troph/tropo…,-trope/ZOO-,-ZOIC:-noonの4つ の ペ

ア が あ っ た4㌔

加 えて 一icな どの 明 らか な接 尾 辞 とは 異 な り、 接 頭 辞 は(1)型 要 素 と よ く性 質 を 共有 して い る とい

う観 点 か ら、 〈6b)の よ うな接 頭 辞 付 加 の合 成nも 集計 に 含 め る こ と と した。

以 上 の 手 順 で分 類 した56!語 を対 象 に 、ω 型 要 素 が い か な る比 率 で 語 根 を構 成 す る の か 、 あ るい

は接 辞 と して 機 能 して い るの か を、 該 当 語 数 に も とづ き検 討 す る。

2拘 束 的要素の分類

以上の手順を経た分類結果を表1に 示す。表!は 、〈D型要素の結合する合成語総数(A)に穀 して、

(B>は語根を構成する要素の語数を、また〈X>はその比率を表す。逆に、(C>は接辞として機能する要素

の語数を、そして(Y>はその比率を求めたものである。
衰1

(A>(B)(X>(C)(Y)

561;410言 吾73%15!震 吾27%

表!か ら少 な く と も次 の 諸 点 を 指摘 で き る。 まず 、(8)(X)が(C>(Y>よ り値 が 高 い の で 、 本 資 料 体 で は

〈!>型要 素 が 、 拘 束 的 で あ りなが ら合 成3?.tlClのrp,i.,Ijに現 れ や す く、語 根 を購 成 しやす い点 で あ る。 そ

れ と 岡時 に 、(C)(Y>の 簸 が3割 近 くを 占 め る こ と は、 新 古 典 的 な合 成 語 が3つ 以 上 の要 素 か ら複 雑

な 語 構 造 を造 り、 物 理 的 に よ り長 くな り、(1>型 要 素 が 語 構 造 の 中心 部 か ら外 れ る こ とが あ る証 左 で

あ る。 以 上 の 理 由 か ら、(1>型 要 素 は新 古 典 的 要 素 と接 辞 と の 問 で ゆれ 続 け て い る と い え る。

この よ う な語 根 と接 辞 との 閥 の ゆ れ を示 す 諸 要 素 を 、 表!(A>561語 の 中 か ら抽 出 す るた め 、 表 三

の11一方 に 準 じ含 計 語 数 の 降 瀬 で3語 以 上 に現 れ たく1)型要 索 を配 列 した ものが 、 表2で あ る。 左 右 両

列 と もに(A)は(B)と 〈C)との 秘 で あ り、(X>は(B)を(A)で 除 した値 で あ り、各 要 索 が す べ て語 根 を購 成 す る

場 合 に!00%と な り、 反 対 にす べ て接 辞 と して 機 能 す る場 合 に0%に な る 。〈Y)の場 合 は この 逆 で あ

り、〈C>を(A)で除 した 値 で あ る。

表2を み る と 、 第1に 、 語 根 と接 辞 との 複 雑 な 関 係 は、(x)(Y}の 値 が ほ ぼ 拮 抗 した3要 素 、bio-,

geo-,bathy一 に最 も よ く反 映 され て い るが 、 こ の3要 素 を筆 頭 に 、 語 数〈A)の多 い 要 素 は 、 程 度 の 差

は あ れ(X>(Y>の4iが100%や0%に まで は偏 りづ ら く、語 根 と接 辞 との 両 方 の 役 割 を捏 いや す い とい

え る。 た だ し、 接 顕 的 ・接 尾 的 要 素 間 の違 い も現 れ た。 本 資料 体 で は 、(1>型 の 中で もmicro-,radio一

の よ う な接 頭 的 要 素 は 、 接 辞 と して 機 能 す る姥 率 が 高 め で あ り、 反 対 に 一graph,-ite,-gen,-cline,

-drome ,-haline,-sphereの よ う な接 尾 的 要 素 は、 語 根 を購 成 す る比 率 が 高 い傾 陶が あ る。
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表25).6)
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次 に 、(X)(Y)の 値 が お よそ2対1あ る い は3紺1で あ る 要 索 が 多 め で あ った 。 語 数6語 以 上 の 要

素 で み て も、photo-,micro-,allo-,eco-,hali一 が あ る 。 これ とは 反 鴛 に、(X)(Y)の 値 が ほ ぼ1対2で あ

る語 数6語 以上 の要 素 は無 いが 、1対3と な っ た要 素 にradio一 が あ る。 他 の 要 素 を含 め て表2の 全

体 を 見 渡 す と、〈B>(X)の値 は高 め で あ る の に対 して、(C)(Y>の 値 が 低 め で あ り、表!の 結 果 に連 動 し

て い る とい え よ う71。

また 、 該 当 語 数 が2語 以 下 の(1)型 要 素 は(17)(18)に列 挙 し、 そ の 結 果 を 表3に ま とめ た 。 まず 、 働
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は該当語数が2語 の(1>型要素である。(17a>の2腰 素はいずれも語根を構成 しており、語根の比率

が!00%で ある。(17b)の8要 索は、語根 を構成するものと接辞として機能するものとが各1語 で

あ り、語根と接辞との比率は各50%で ある。(17c)の8要 素はいずれも接辞として機能 してf)、

比率は接辞が100%と なっている。

(lr)a.amphi-,cosmo-,gyno-,hygro-,hypo-,-ide,-lite,-lysis,omni-,-ose,physio- ,-phyte,rheo-,salino-,

-scope ,steno-,strato-,thanato-,trocho-,vivi-,xero-

b,eury…,…clast,he7ni-,hetero-,holo-,homo-,ovo-,phyto-

c,archi,-berg,bi-,counter-,equi- ,luni-,szsper-,ultra一

さ らに 、(is)は該 当 語 数 が!語 の(1)型 要 素 で あ る。(18a)の72要 素 はす べ て 語 根 を構 成 して お り、

逆 に く18b)の27要 素 はす べ て接 辞 と して機 能 して い た8)。

(18)a.a-,aero-,ammo-,ana-,asrtro-,authi-,auxo-,bacterio-,-bath,calco-,carni- ,cata-,chloro-,

-chore
,chromato-,chrono-,cocco-,copro-,cryo-,di-,dicho-,dynamo-,-ecious,endo-,-gon,

herbi-,hodo-,homoio-,kineto-,klino-,-lith,magneto-,mareo- ,maria-,meta-,morpho-,nitro-,

-nomy
,-ode,onto-,oo-,ortho-,oxy-,Para-,partheno-,patro-,peri-,Petro-,-phage,-phone,

-phore ,phosphoro-,-phyll,plankto-,-pleth,-pod,poikilo-,potamo-,ptero-,pyro-,-seism,silico-,

spermato-,-spore,-static,-tach,techno-,terri-,-thesis,thyo-,-tone,topo-

b,desmo-,hado-,inertio-,inter-,knepho-,macro-,mari-,mega- ,mero-,mid-,mono-,multi-,nan

no-,nykti-,osmo-,phao-,pseudo-,quasi-,skoto…,sono-,stereo-,supra-,syn-,tri-,tycho-,uni…,ur一

表3

計 語根が100% 語根 と接辞と

が各50%

接 辞が100%

(17)要 素数

比率

37 21(17a)

[57°o]

8(17b)

[22%3

8(17c)

[22°.0]

㈱ 要索数

比率

99 72(1$a)

[73%]

27(18b)

[27°0]

表3に おいて も語根対接辞の比率がおよそ7対3で あり、表2の 結果と同じく、基本的に表 圭の結

果を反映 している。

結論として、第∬節で提起 した語根の概念をfill提とすると、本資料体における(1)型要素の多くは

語根を構成 しやすいが、合成語の増繍 とともに、接辞 として機能するように徐々に変化 していった

とするのが妥当であろう。加えてこれが意味 していることは、(1>型要素は議根か接辞かのいずれか

～方に固定 して分類 しにくい点と
、また嗣時に、(2)型合成語をはじめ、(1)型要素の績合 した合成語

も派生か複合かのいずれかに分類 しにくい点 とである9)。
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Vお わりに

本稿は形態上最小の自由な諸要素の結合をその語根と仮定 して、罫学術用語集 海洋学編』の英語

海洋挙用語、全2520?..Qの 中から、い くつかの条件のもとで、(2)型の合成語561語 を選溺し、その

(1)型要素が、伝統的記述英文法の英語語形成論において分類 しにくい例の一つであることを示 し

た。

注

1)例 語 な どは本 資料 体 の各 項 踏の い ず れ か よ り引 い た 。

2>(5b)や(1〉 の よ うに 自由 な 要 素 は 、openな 綴 りもsolidな 綴 り もい ず れ もあ り うるが 、

(i)stormwave

掬束 的要素の場合はopenな 綴 りを考慮する必要がない。

3)項 目・合成語選Y,iJの初段階で以下の処理をした。

(Dの ようにギリシャ語 ・ラテン語形態を維持する合成語は、分析対象として特異なので除外 し

た。

(i)mesobenthosbrachiolaria

(ii>は、 例 え ばabiolicの 一biot一がbio一 の 異 形 態 と 考 え る こ と もで き る が 、 明 確 に分 析 しに くい

の で 、対 象 語 に含 め て い ない 。

(ii)abioticdiurnalsymbiont

(iii)は、 拘 束 的 な語 根photo-,seismo-,zoo一 と明 らか な接 辞 一icとか らで きて い る。 前 者 は接 辞 で

あ る とい えず 、鱒 の 語 構 造 は(6b)と 異 な り、

(iii)aphoticazoicseismic

〈1)型要 素 が 語 根 か 接 辞 か とい う本 稿 の 欝的 か ら外 れ るの で 、 除 外 した 。

4)(1)の 一graphに はgraphy,-graphic,-graphicalを 、-meterに は 一metry、-metricを 含 め る と い

う よ う に 一icな どの 明 らか な接 尾 辞 を取 り去 った も の と して 、 併 せ て1要 素 と して扱 う こ と

と した 。 また 、-geneticも 一genesisに 含 め た。

5>表2内 の 昇 は(16)に該 当 す る要 素 で あ る。-genesisに つ い て は 注4)の 通 りで あ る。 また 、 イ

タ リ ッ ク体 の 要 素 は 伝 統 的 に接 辞 と して 扱 わ れ が ち な 要 素 で あ る 。

6>〈i>は(1)型 要 素bathy一 と 一sphereと が 結 合 して お り、bathy一 と 一sphereと の 両 方 に含 め た。

(i)bathysphere



英語海洋学用語にみる新吉典的な合成語における語根の分類について65

表2の 集計は、(s>のよ うな例を重複 していずれの欄にも算入してある。

7)別 の資料体に例語を求めれば、このような分類のゆれを別の視点からみることができるだろ

う。

8)表2と 瞬じく、(17}(18)でイ タリック体の要素は伝統的に接辞として扱われがちな要素である。

9)今 國の資料体以外に例語を求めれば、ω型要素も表1と は異なる結果を生 じるか もしれな

い。事態がこのまま推移し、伝統的記述文法が、以前よりもさらに接辞のように機能 し始めて

いる(1>型要素を、一本釣りを繰り返すように正式に接辞として分類し始めたとしても、もっと

もな仕方 といえる。
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